
下顔面治療において、入り口となる「カウンセリング」の質に焦点を

当てる。下顔面の印象が第一印象に関わる科学的根拠を踏まえた説

明方法、視覚的効果を高める症例提示の仕方、そして患者の期待値

をコントロールしながら信頼関係を築くコミュニケーション手法につい

て、実臨床に基づいて解説し、下顔面治療を通してより患者満足度

を高めるための明日から活かせるポイントを具体的に紹介していく。
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印象を変える下顔面へのヒアルロン酸注入 
━製材特性を理解した治療アプローチ

下顔面は骨萎縮や靭帯の弛み、脂肪の下垂などの加齢的変化が顕

著に現れる部位であると同時に、輪郭の印象だけではなく「若々しい

印象」、「洗練された印象」、「引き締まった印象」というような顔全

体の印象にも影響を与える重要なパーツである。

本講演では、下顔面にフォーカスし、日々の診療の中で実践できる注

入テクニックや製材特性の違いに基づいた製材選択について、実際

の症例提示を交えて解説する。

講演 2

井上　詠子 先生　
浄水皮ふ科クリニック

黒田　淳子 先生　
すずき皮膚科クリニック
/加藤クリニック麻布　大阪院

第1会場
虎ノ門ヒルズフォーラム５F　
Main Hall 1

（Thu.）

ランチョンセミナー１

座長 演者

座長 演者


